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昭
和
一
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
の
序
文
は
、「
歴
史
ハ
先
人
ノ
実
践
ニ
基
ク
貴
重
ナ
ル
教
訓
ナ
リ
」
と
い
う
書
き
出
し

で
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
含
意
に
鑑
み
れ
ば
、
我
が
国
が
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
向
け
、
複
雑
化
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
今
日
、
日
本
外
交
を
推
進
す
る
重
責
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
外
交
史
料
を
渉
猟
し
て
、
外
交
の
先
例
や
先
人
の
叡
智
を
学
び
、
現
在

の
外
交
政
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
外
交
史
料
は
教
訓
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
一
方
で
外
交
史
料
は
日
本
外
交
の
歩

み
を
伝
え
る
国
民
の
財
産
で
も
あ
り
、
外
交
史
料
を
編
纂
し
て
そ
の
経
緯
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
外
交
を
確
認
す
る
手
が
か
り
と
し
て
極

め
て
有
意
義
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

外
務
省
で
は
、
明
治
維
新
以
降
の
我
が
国
外
交
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
外
交
交
渉
の
先
例
と
も
な
り
う
る
基
本
的
史
料
を
提
供
す
る

目
的
で
、
外
交
史
料
集
『
日
本
外
交
文
書
』
を
編
纂
公
刊
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
一
一
年
の
第
一
巻
の
刊
行
以
来
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
中
断
を

経
な
が
ら
も
、
正
確
な
外
交
史
実
を
提
供
す
る
と
い
う
強
い
熱
意
の
も
と
、
現
在
ま
で
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
編
纂
事
業
は
、
こ
の
た
び
、

八
〇
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

外
務
省
外
交
史
料
館
で
続
け
ら
れ
て
い
る
本
事
業
は
、
現
在
、
通
算
刊
行
冊
数
が
二
一
八
冊
に
上
り
、
編
纂
の
対
象
時
期
は
明
治
・
大
正
・
昭
和

戦
前
期
を
終
え
、
本
年
か
ら
は
本
格
的
に
戦
後
期
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
収
録
さ
れ
た
外
交
史
料
は
、
日
本
外
交
の
足
跡
を
詳
細
に
伝
え
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
重
大
な
岐
路
に
直
面
し
て
苦
悩
す
る
外
交
官
た
ち
の
姿
も
映
し
出
し
て
い
ま
す
。『
日
本
外
交
文
書
』
が
今
後
も
国
民
の
外
交
理

解
を
豊
か
な
も
の
と
し
、
学
界
に
お
け
る
外
交
史
研
究
の
水
準
の
向
上
に
も
一
層
寄
与
で
き
る
よ
う
、
各
位
の
御
支
援
・
御
鞭
撻
を
切
に
願
う
次
第

で
す
。

平
成
二
九
年
三
月

『
日
本
外
交
文
書
』
八
〇
年
に
寄
せ
て
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